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＜実験１：マグマの性質と火山の形の関係＞ 

 

１．ねばりけのちがう物質（スライム）をつくる 

 ①２つのビーカーにPVA洗濯のり20cm3と水5cm3、食紅を入れて混ぜる 

 ②①の一方のビーカーに0.3%ホウ砂水溶液10cm3を入れて混ぜる（物質ア） 

  他方のビーカーに1%ホウ砂水溶液10cm3を入れて混ぜる（物質ア） 

 

２．物質を注射器に入れて押し出す 

 ③物質アと物質イをそれぞれ注射器に入れる 

 ④穴をあけた板に注射器を通し、火山のモデルを紙粘土でつくる 

 ⑤物質ア、物質イをゆっくり押し出して、ようすを観察し、記録する 

 

※物質が飛び散らないように、ゆっくりと押し出す 

※ホウ砂水溶液は手などについたら、すぐに洗い流す 

※スライムを直接さわらない 
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 ※ねばりけが大きい→マグマから泡が抜けきれず爆発的になる
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